


























要約:保健婦が 1 年以上援助した養育問題乳幼児について、予後を分ける背景要因と援助

について分析した。養育問題の背景の中でも、予後を分ける要因により注意深く援助を行

いフォローする必要がある。虐待に移行しやすい項目は、夫婦不和、妻の夫への不満内容

が経済観念少・飲酒・家族への暴力、経済不安、父母の生育歴での広義の被虐待歴、母の

家事能力の中で料理・清潔保持・医療利用ができない、乳児期の愛着形成阻害歴、子ども

の健康問題で体重増加不良・外傷が多い、子どもの健康管理で必要な医療を受診しない、

子どもが親を畏れ・服従している、親が子どもを否定・拒否している、などである。そし

て保健所が行った援助では、養育問題が継続するものは一般的事業を利用しにくく、より

専門的な個別対応できる事業や家庭訪問での援助が必要である。そして、虐待移行群では

他群よりも、他機関調整・公的手続きの援助・カウンセリングが高率であり、他機関の関

与としては医療機関・児童相談所が高率である。保健婦の母子保健活動の中でのカウンセ

リングやケースワーク機能が要求される。難治性の養育問題では虐待ではなくても、子ど

もの心身健康問題がおきている。このため、虐待のハイリスク児を母子保健活動の中で早

期発見し、虐待への移行を防止する援助(一次予防)をすることが、子どもの心身の健康を

守るために重要である。


